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THz帯無線通信システムにおける伝搬路モデル化 

Channel model for THz band wireless communication system 

論文審査要旨（600～700文字） 

本論文は、THz 帯の無線通信を実現するために必須となる時間軸における伝搬路のモ

デルを確立し、そのモデルに基づいて電波伝搬の特性を明らかにした。THz 帯特有の特

徴である分子吸収を考慮した電波伝搬は見通し内伝搬であっても周波数選択性があり、

時間軸の伝搬モデルを導出するためには適切な位相の周波数特性を明らかにする必要が

あった。この問題に対して、最小位相基準を用いることで因果律を満たせる時間軸モデ

ルが導出可能であることを示した。また実験結果より、考案したモデルが適切であるこ

とも示した。また、その電波伝搬特性を検証すると、周波数帯によって周波数選択性に

よる歪みと分子吸収による影響を大きく受けることを明らかにし、無線通信を行う際に

適切に周波数帯を選択する指針を明らかにした。最後に、THz 無線通信の応用例である

ナノデバイスによるセンサーネットワークでは、消費電力、誤り率、そしてスループッ

ト特性を考慮した信号検出法、そして THzの電波伝搬特性を考慮した送信信号の設計を

提案し、その有効性を計算機シミュレーションで評価した。 

以上の知見は、将来の無線通信において要求されるさらなる大容量伝送を実現するた

めに必要となる THz帯における無線通信に対して大きく寄与する成果である。 
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以上のように、本論文は多くの新しい知見を有すること、論文の内容、構成及び論文数

などから，本学位論文審査委員会は，全員一致して本論文が博士(工学)の学位論文とし

て十分価値があるものと判断し，合格と判定した． 

審査経過（時系列） 

2021年 12月 16日 2022年 3月博士後期課程修了に係る学位申請 

2022年 1月 12日 審査委員の選出・指名・付議、論文審査委員の付託（運営委員会） 

2022年 2月 3日 学位論文発表会 

2022年 2月 17日 本専攻内における博士学位取得要件「1. 査読付き論文（英語、日本

語両方可）３件、ただし全て日本語の場合は、他に国際会議発表１件

（発表者であること）以上。 

2. 査読付き論文（英語、日本語両方可）２件＋国際会議発表２件（発

表者であること）以上 

3. 査読付き論文のＩＦ合計が３以上（件数は問わない） 

        上記の３つのいずれかを満たすこと。ただし、博士後期課程の間に論

文が少なくとも 1 件以上あること（これを満たせば前期課程の成果

も合計に加えてよい）。また、筆頭著者であるか、筆頭著者でない場

合筆頭著者の同意があること。」 

上記の条件 2 を満たしていることを確認の上、専攻会議で論文合格及

び最終試験合格を承認。 

2022年 3月 4日 学位授与認定・修了認定（運営委員会） 

 

 


